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会
社
の
経
営
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
は
「
財
務
」
の
知
識
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
連
載
で
は
、
財
務
の
基
礎
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
基
本
的
な
仕
組
み
や
用
語
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
会
社
法
の
計
算
書
類
〉

　

会
社
法
は
、
会
社
の
運
営
や
管
理
に

つ
い
て
定
め
た
法
律
で
、
平
成
18
年
５

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
会
社
法

で
は
、
会
社
の
財
産
状
態
や
経
営
成
績

を
報
告
す
る
書
類
（
＝
計
算
書
類
）
と

し
て
、
次
の
４
つ
を
作
成
す
る
よ
う
に

定
め
て
い
ま
す
。

①
貸
借
対
照
表

　

貸
借
対
照
表
と
は
一
定
期
日
、
例
え

ば
決
算
日
に
お
け
る
会
社
の
財
政
状
態

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
で
す
。
向
か
っ

て
左
側
（
借
方
と
も
い
う
）
に
は
預
金

や
売
掛
金
、
建
物
な
ど
の
「
資
産
」

を
、
反
対
の
右
側
（
貸
方
と
も
い
う
）

に
は
買
掛
金
、
借
入
金
な
ど
の
「
負

債
」
と
、
資
本
金
や
利
益
剰
余
金
な
ど

の
「
純
資
産
」
を
記
載
し
ま
す
。
左
右

の
金
額
が
必
ず
一
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（B

alan
ce 

S
h
eet

）、
Ｂ/

Ｓ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

②
損
益
計
算
書

　

損
益
計
算
書
と
は
、
例
え
ば
１
年
な

ど
の
一
会
計
期
間
に
お
け
る
、
会
社
の

経
営
成
績
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
で

す
。
売
上
や
受
取
利
息
配
当
金
、
固
定

資
産
売
却
益
と
い
っ
た
「
す
べ
て
の
収

益
」
と
、
こ
れ
に
対
応
す
る
売
上
原
価

や
販
売
管
理
費
、
支
払
利
息
と
い
っ
た

「
す
べ
て
の
費
用
」
を
記
載
し
て
、
最

後
に
当
期
純
損
益
を
計
算
し
ま
す
。

こ

れ

は

Ｐ/

Ｌ
（P

rofi
t an

d
 L

oss 

S
ta
tem

en
t

）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

③
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書

　

株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
と
は
、
一

会
計
期
間
に
お
け
る
純
資
産
（
株
主
か

ら
出
資
を
受
け
た
資
本
な
ど
）
の
「
変

動
額
」
と
「
変
動
し
た
理
由
」
を
明
ら

か
に
す
る
書
類
で
す
。
新
株
の
発
行
に

よ
っ
て
増
資
さ
れ
た
額
や
、
利
益
処
分

と
し
て
支
払
っ
た
配
当
額
な
ど
を
記
載

し
ま
す
。

④
個
別
注
記
表

　

個
別
注
記
表
と
は
、
①
〜
③
の
計
算

書
を
作
成
す
る
際
に
採
用
し
た
会
計
処

理
や
表
示
方
法
な
ど
、
そ
の
他
の
補
足

情
報
を
と
り
ま
と
め
た
書
類
で
す
。

〈
企
業
会
計
原
則
〉

　

企
業
会
計
原
則
と
は
、
実
務
の
慣
習

を
参
考
に
し
、
公
平
で
あ
る
と
一
般
的

に
考
え
ら
れ
て
い
る
会
計
の
処
理
方
法

等
を
要
約
し
た
基
準
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
法
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
す
べ

て
の
会
社
が
会
計
処
理
の
際
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
原
則
に
は
、
企
業
会
計
全

般
の
基
本
的
な
考
え
方
が
書
い
て
あ
る

「
一
般
原
則
」
と
、
損
益
計
算
書
や
貸

借
対
照
表
を
作
成
す
る
際
の
具
体
的
な

会
計
処
理
や
表
示
方
法
等
が
書
い
て
あ

る
「
損
益
計
算
書
原
則
」「
貸
借
対
照

表
原
則
」
が
あ
り
ま
す
。
一
般
原
則
で

は
、
次
の
７
つ
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
真
実
性
の
原
則

　

会
社
は
適
切
な
会
計
処
理
に
基
づ
い

て
決
算
書
を
作
成
し
、
銀
行
や
株
主
な

ど
の
利
害
関
係
者
に
企
業
の
真
の
実
態

を
報
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い

う
考
え
方
で
す
。

②
正
規
の
簿
記
の
原
則

　

会
社
は
す
べ
て
の
取
引
を
証
拠
資
料

に
基
づ
い
て
継
続
的
・
組
織
的
に
会
計

帳
簿
に
記
録
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。

③
資
本
取
引
・
損
益
取
引
区
分
の
原
則

　

資
本
取
引
と
は
資
本
の
増
減
や
配
当

の
支
払
い
な
ど
の
取
引
の
こ
と
で
、
利

益
に
影
響
が
出
な
い
項
目
の
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
対
し
て
損
益
取
引
と
は
、

売
上
や
仕
入
な
ど
利
益
計
算
の
根
拠
と

な
る
取
引
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
混
同
す
る
と
正
し
い
利
益

が
計
算
で
き
ず
、
利
益
操
作
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
区
別
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

④
明
瞭
性
の
原
則

　

分
か
り
や
す
い
決
算
書
を
作
成
す
る

た
め
、
総
額
で
記
載
す
る
、
費
用
と
収

益
を
対
応
さ
せ
る
、
科
目
を
分
か
り
や

す
く
配
列
す
る
な
ど
、
工
夫
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

⑤
継
続
性
の
原
則

　

会
社
は
適
切
な
基
準
の
範
囲
で
自
由

に
会
計
処
理
等
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
毎
年
の
基
準
が
異
な
る
と
、
決

算
書
の
比
較
が
難
し
か
っ
た
り
、
利
益

操
作
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
一
度
選
ん
だ
基
準
は

理
由
も
な
く
勝
手
に
変
更
し
て
は
な
ら

な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

⑥
保
守
主
義
の
原
則

　

銀
行
や
株
主
は
決
算
書
を
参
考
に
し

て
融
資
の
判
断
や
配
当
額
を
決
定
し
ま

す
。
で
す
か
ら
決
算
書
の
利
益
に
不
確

実
な
モ
ノ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
判
断

を
誤
っ
た
り
、
配
当
原
資
が
確
保
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
収

益
は
確
実
な
も
の
だ
け
、
費
用
や
損
失

は
漏
れ
な
く
計
上
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
考
え
方
で
す
。

⑦
単
一
性
の
原
則

　

目
的
に
応
じ
て
異
な
る
形
式
の
決
算

書
を
作
成
し
て
も
、
実
質
的
な
内
容
は

あ
く
ま
で
１
つ
で
す
。
二
重
帳
簿
の
よ

う
な
不
正
経
理
を
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。

【第１問】　会社法上、計算書類に該当しないものは、次のうちどれですか。

①貸借対照表

②株主資本等変動計算書

③個別注記表

④キャッシュフロー計算書

【第２問】　企業会計原則の一般原則に該当しないものは、次のうちどれですか。

①正規の簿記の原則

②明瞭性の原則

③実現性の原則

④継続性の原則

解答欄

解答欄

純
資
産
の
変
動
を
示
す
計
算
書
類

第１回

会
社
法
の
計
算
書
類
と

企
業
会
計
原
則

確
実
、公
正
な
処
理
を
行
う
こ
と
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今
回
は
、
決
算
書
の
う
ち
「
貸
借
対

照
表
」
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

〈
貸
借
対
照
表
と
は
〉

　

貸
借
対
照
表
と
は
、
一
定
期
日
（
決

算
日
な
ど
）
に
お
け
る
会
社
の
財
政
状

態
を
示
す
た
め
に
「
資
産
」「
負
債
」

「
純
資
産
」
を
記
載
し
た
書
類
で
す
。

　

資
産
と
は
、
資
金
、
資
金
化
で
き
る

権
利
、
資
金
の
使
い
途
の
こ
と
で
、
現

預
金
、
受
取
手
形
・
売
掛
金
、
有
価
証

券
・
土
地
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
負
債
と

は
、
他
人
か
ら
調
達
し
た
モ
ノ
の
代
金

や
、
将
来
返
す
べ
き
お
金
な
ど
の
負
担

の
こ
と
で
、
支
払
手
形
・
買
掛
金
や
借

入
金
・
社
債
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
純
資

産
と
は
、
資
産
か
ら
負
債
を
引
い
た
差

額
の
こ
と
で
、
純
資
産
が
マ
イ
ナ
ス
の

状
態
を
債
務
超
過
と
い
い
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
図
表
１
の
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
は
、
３
つ
に
分
け
て
記
載

し
、
有
形
固
定
資
産
に
は
建
物
や
機
械

装
置
、
無
形
固
定
資
産
に
は
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
や
の
れ
ん
（
営
業
権
）、
投
資
そ

の
他
の
資
産
に
は
長
期
貸
付
金
や
関
係

会
社
株
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
繰
延
資

産
と
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
す
で
に
受
け
て

支
払
い
が
完
了
し
た
費
用
の
う
ち
、
将

来
に
わ
た
っ
て
効
果
が
あ
る
も
の
の
こ

と
で
、
創
立
費
や
開
業
費
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
会
社
の
健
全
性
を

判
断
す
る
た
め
の
有
益
な
情
報
源
で

す
。
会
社
の
総
合
的
な
損
益
や
借
入
金

に
依
存
し
て
い
る
割
合
、
場
合
に
よ
っ

て
は
粉
飾
決
算
の
痕
跡
な
ど
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
流
動
・
固
定
分
類
〉

　

会
社
の
倒
産
リ
ス
ク
を
判
断
す
る
に

は
、「
現
金
化
ま
で
の
サ
イ
ク
ル
が
短

い
資
産
」
と
「
支
払
期
日
ま
で
の
サ
イ

ク
ル
が
短
い
負
債
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
て
い
る
か
な
ど
、
返
済
能
力
を
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
貸
借
対
照
表

で
は
、
現
金
化
ま
で
の
期
間
が
短
い
資

産
を
流
動
資
産
、
長
い
資
産
を
固
定
資

産
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
支
払
期
日
ま

で
が
短
い
負
債
を
流
動
負
債
、
長
い
負

債
を
固
定
負
債
と
い
い
ま
す
。

　

流
動
・
固
定
の
分
類
は
基
本
的
に
次

の
２
つ
の
基
準
で
判
断
さ
れ
ま
す
。

①
正
常
営
業
循
環
基
準

　

正
常
営
業
循
環
基
準
と
は
、
会
社
の

営
業
活
動
か
ら
発
生
し
た
通
常
の
資

産
・
負
債
を
流
動
資
産
・
流
動
負
債
と

す
る
基
準
で
す
。
決
済
に
使
用
す
る
現

預
金
は
も
ち
ろ
ん
、
受
取
手
形
・
売
掛

金
と
い
っ
た
販
売
代
金
の
回
収
方
法
、

販
売
目
的
に
他
社
か
ら
購
入
し
た
商
品

や
自
社
製
造
の
製
品
（
完
成
品
）
・
仕

掛
品
（
完
成
途
中
）
と
い
っ
た
棚
卸
資

産
な
ど
が
流
動
資
産
、
支
払
手
形
や
買

掛
金
と
い
っ
た
購
入
代
金
の
支
払
方
法

な
ど
が
、
流
動
負
債
と
な
り
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
、
売
掛
金
＝
完
成
工
事

未
収
入
金
、
前
受
金
＝
未
成
工
事
受
入

金
、
仕
掛
品
＝
未
成
工
事
支
出
金
、
買

掛
金
＝
工
事
未
払
金
な
ど
の
特
別
な
科

目
名
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
投
資
活
動
で
あ
る
設
備
の
投

資
や
売
却
、
財
務
活
動
で
あ
る
貸
付
金

や
借
入
金
な
ど
は
、
正
常
営
業
循
環
基

準
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

②
ワ
ン
・
イ
ヤ
ー
・
ル
ー
ル

　

ワ
ン
・
イ
ヤ
ー
・
ル
ー
ル
は
、
貸
借

対
照
表
日
（
決
算
日
な
ど
）
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
現
金
化
す
る

資
産
を
流
動
資
産
、
１
年
以
内
に
支
払

期
日
が
到
来
す
る
負
債
を
流
動
負
債
と

す
る
基
準
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
ん

な
会
社
で
も
画
一
的
に
流
動
・
固
定
分

類
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
と
②
の
基
準
は
図
表
２
の
手
順
で

判
断
し
ま
す
。
例
え
ば
売
掛
金
は
、
基

本
的
に
は
正
常
営
業
循
環
基
準
で
流
動

資
産
と
な
り
ま
す
が
、
相
手
先
が
倒
産

し
て
破
産
更
生
債
権
等
に
な
っ
た
場
合

【第１問】　貸借対照表の記載について、正しいものは次のうちどれですか。

①資産の部には、現預金、支払手形、土地などが記載される。

②負債の部には、支払手形、売掛金、借入金などが記載される。

③固定資産は、有形固定資産、無形固定資産の２つに分けて記載される。

④繰延資産には、創立費や開業費が記載される。

【第２問】　正常営業循環基準が適用されるものは、次のうちどれですか。

①破産した会社に対する売掛金

②設備購入のために振り出した支払手形

③運転資金の借入金

④入金まで１年以上かかる商品販売代金の売掛金

解答欄

解答欄

に
は
、
通
常
の
取
引
の
流
れ

か
ら
外
れ
、
ワ
ン
・
イ
ヤ

ー
・
ル
ー
ル
で
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
で
は
、
基
本

的
に
流
動
性
の
高
い
項
目
か

ら
順
番
に
記
載
し
ま
す
。
資

産
は
流
動
資
産
↓
固
定
資
産

の
順
、
負
債
は
流
動
負
債
↓

固
定
負
債
の
順
に
記
載
し
ま

す
。
こ
の
記
載
方
法
を
流
動

性
配
列
法
と
呼
び
ま
す
。

科　目 金　額 科　目 金　額

　（資産の部）

Ⅰ流動資産

Ⅱ固定資産

　１有形固定資産

　２無形固定資産

　３投資その他の資産

Ⅲ繰延資産

×××

×××

×××

×××

×××

×××

　（負債の部）

Ⅰ流動負債

Ⅱ固定負債

×××

×××

負債合計 ×××

　（純資産の部）

Ⅰ株主資本

Ⅱ評価・換算差額等

Ⅲ新株予約権

×××

×××

×××

純資産合計 ×××

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××

健
全
性
判
断
の
た
め
の
情
報
源

第２回

貸
借
対
照
表
の
仕
組
み
と

流
動
・
固
定
の
分
類

流
動
性
の
高
い
項
目
か
ら
記
載

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ

図表1　貸借対照表の構成

必ず一致

図表2　流動・固定分類の手順

会社の営業活動から発生した資産・負債か？

通常の取引の流れにあるか？

流動資産・流動負債

資金化や支払期日は１年以内か？

固定資産・固定負債

YES

YES YES

NO

NO

NO

①

②
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STUDY

　

今
回
は
、
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部

の
「
受
取
手
形
」
と
「
有
価
証
券
」
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

〈
受
取
手
形
〉

　

手
形
と
は
、
後
日
商
品
の
販
売
代
金

を
支
払
っ
て
も
ら
う
約
束
と
し
て
、
取

引
先
か
ら
受
け
取
る
証
券
の
こ
と
で

す
。
手
形
は
流
通
性
が
高
い
の
で
す

が
、
手
形
を
振
り
出
し
た
会
社
が
期
日

に
お
金
を
支
払
え
な
い
場
合
は
、
受
け

取
っ
た
会
社
に
支
払
い
の
責
任
が
回
っ

て
き
ま
す
（
こ
れ
を
「
手
形
の
遡
及
義

務
」
と
い
う
）。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な

性
質
か
ら
、
貸
借
対
照
表
で
は
他
の
売

上
債
権
（
売
掛
金
）
と
は
区
別
し
て
記

載
し
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
日
（
決
算
日
な
ど
）
時

点
で
、
会
社
が
手
持
ち
で
保
有
し
て
い

る
手
形
の
残
高
は
、
貸
借
対
照
表
で
は

「
受
取
手
形
」
と
記
載
し
ま
す
。

　

一
方
、
金
融

機
関
で
換
金
し

た
手
形
（
割
引

手
形
）
や
他
の

会
社
へ
の
支
払

い
に
使
っ
た
手

形
（

裏

書

手

形
）
は
、
現
物

と
し
て
は
保
有

し
て
い
ま
せ
ん

が
、
後
か
ら
支

払
い
の
責
任
が

生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

を
い
い
ま
す
。
有
価
証
券
は
、
保
有
目

的
を
基
準
に
し
て
次
の
４
つ
に
分
類
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
金
額
（
評
価

額
）
に
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

①
売
買
目
的
有
価
証
券

　

売
買
目
的
有
価
証
券
と
は
、
会
社
が

時
価
の
変
動
で
利
益
を
得
る
た
め
に
保

有
す
る
有
価
証
券
の
こ
と
で
、
「
将
来

値
上
が
り
し
た
ら
売
ろ
う
」
と
持
ち
続

け
て
い
る
株
式
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

会
社
の
実
態
を
把
握
す
る
に
は
、
こ

の
よ
う
な
有
価
証
券
の
含
み
益
や
含
み

損
が
公
表
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
決
算
日
時
点
で
保
有
し
て

い
る
売
買
目
的
有
価
証
券
は
、
貸
借
対

照
表
に
時
価
で
計
上
し
、
含
み
益
や
含

み
損
（
取
得
原
価
と
時
価
と
の
差
額
）

を
損
益
計
算
書
に
計
上
し
ま
す
。

②
満
期
保
有
目
的
の
債
券

　

満
期
保
有
目
的
の
債
券
と
は
、
会
社

が
満
期
日
ま
で
保
有
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
国
債
な
ど
の
債
券
の
こ
と
で

す
。
満
期
保
有
目
的
の
債
券
は
、
満
期

日
に
額
面
金
額
（
支
払
い
が
約
束
さ
れ

た
金
額
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
確
定
的

な
た
め
、
時
価
の
変
動
リ
ス
ク
は
あ
ま

り
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
決

算
日
時
点
で
保
有
し
て
い
る
満
期
保
有

目
的
の
債
券
は
、
原
則
取
得
原
価
で
貸

借
対
照
表
に
記
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
債
券
は
利
率
や
期
日
を
基
準

に
し
て
額
面
金
額
よ
り
も
低
い
価
格
で

購
入
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
差
額
が
金
利
の
調
整
と
考
え
ら

れ
る
と
き
は
、
金
利
相
当
額
を
反
映
さ

せ
た
原
価
（
償
却
原
価
）
で
、
貸
借
対

照
表
や
損
益
計
算
書
に
計
上
し
ま
す
。

③
子
会
社
株
式
・
関
連
会
社
株
式

　

子
会
社
株
式
や
関
連
会
社
株
式
と

は
、
他
の
会
社
を
支
配
す
る
目
的
で
保

有
し
て
い
る
株
券
の
こ
と
で
す
。
事
業

拡
大
や
経
営
効
率
化
の
た
め
に
購
入
す

る
場
合
が
多
く
、
売
却
・
換
金
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
産
を
運
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
時
価
で
評
価
す
る
と
か
え
っ

て
実
態
が
分
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
決
算
日
時
点
で
保
有
し
て

い
る
こ
れ
ら
の
株
式
は
、
原
則
取
得
原

価
で
貸
借
対
照
表
に
記
載
し
ま
す
。

④
そ
の
他
有
価
証
券

　

そ
の
他
有
価
証
券
と
は
、
①
〜
③
に

該
当
し
な
い
有
価
証
券
の
こ
と
で
す
。

会
社
が
金
融
機
関
や
取
引
先
と
の
関
係

強
化
の
た
め
に
株
を
持
ち
合
う
「
持
合

株
式
」
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

そ
の
他
有
価
証
券
は
、
シ
ン
プ
ル
に

考
え
る
と
、
①
と
③
の
中
間
の
よ
う
な

性
格
で
す
。
時
価
が
あ
る
場
合
は
価
格

変
動
の
リ
ス
ク
を
資
産
価
値
に
反
映
す

べ
き
で
す
が
、
基
本
的
に
は
売
買
益
を

得
る
た
め
に
売
却
す
る
こ
と
は
な
い
た

め
、
含
み
益
や
含
み
損
を
業
績
に
反
映

さ
せ
る
の
は
妥
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
時
価
が
あ
る
場
合
は
貸
借

対
照
表
に
時
価
で
計
上
し
、
含
み
益
や

含
み
損
な
ど
の
差
額
は
、
損
益
計
算
書

で
は
な
く
、
原
則
全
額
を
貸
借
対
照
表

の
純
資
産
の
部
の
「
評
価
・
換
算
差
額

等
」
に
計
上
し
ま
す
（
こ
の
処
理
を

「
全
部
資
本
直
入
法
」
と
い
う
）。

　

①
〜
④
の
記
載
区
分
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
売
買
目
的
有
価
証
券
…
流
動
資
産

②
満
期
保
有
目
的
の
債
券

満
期
日
１
年
以
内
の
債
券
…
流
動
資
産

そ
の
他
…
投
資
そ
の
他
の
資
産

③
子
会
社
株
式
・
関
連
会
社
株
式
…
投

資
そ
の
他
の
資
産

④
そ
の
他
有
価
証
券

満
期
日
１
年
以
内
の
債
券
…
流
動
資
産

そ
の
他
…
投
資
そ
の
他
の
資
産

【第１問】　下記から算出した手持受取手形の額として、正しいものはどれですか。

 （単位：百万円）

　（貸借対照表より）　受取手形　4200

　（注記表より）　　　割引手形　1600

　　　　　　　　　　裏書手形　 300

　①6100 ③2300

　②4200 ④1900

【第２問】　下記から算出した有価証券の評価額として、正しいものはどれですか。

 （単位：千円）

　（銘柄）　　（種類）　　（取得原価）　（時価）

　Ａ株　　売買目的　　　6000　　　3000

　Ｂ株　　子会社株式　　4000　　　5000

　①10000 ③7000

　②8000 ④11000

解答欄

解答欄

そ
こ
で
、
会
社
の
リ
ス
ク
を
開
示
す
る

目
的
で
、
決
算
日
時
点
に
支
払
期
日
が

到
来
し
て
い
な
い
金
額
を
「
注
記
表
」

に
記
載
し
ま
す
（
図
表
）。

〈
有
価
証
券
〉

　

貸
借
対
照
表
の
「
有
価
証
券
」
と

は
、
国
債
や
社
債
な
ど
の
債
券
、
株
券

や
投
資
信
託
の
受
益
証
券
な
ど
の
こ
と

●手形の記載

手持手形 割引手形 裏書手形

B/S「受取手形」に記載 「注記表」に記載

Ｂ
／
Ｓ
に
は
手
持
手
形
の
み
記
載

第３回

受
取
手
形
・
有
価
証
券
と

そ
の
記
載
方
法

持
合
株
式
の
差
額
は
純
資
産
の
部

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ
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今
回
は
、「
棚
卸
資
産
」
と
「
減
価

償
却
の
方
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
棚
卸
資
産
〉

　

棚
卸
資
産
と
は
、
販
売
目
的
で
他
人

か
ら
買
っ
た
品
物
（
商
品
）、
自
分
で

作
っ
た
品
物
（
製
品
）、
未
完
成
の
製

品
（
仕
掛
品
、
半
製
品
）、
製
品
を
作

る
た
め
に
必
要
な
物
品
（
原
材
料
、
工

場
用
消
耗
品
・
貯
蔵
品
）、
自
社
で
短

期
間
に
使
う
物
品
（
事
務
用
消
耗
品
・

貯
蔵
品
）
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
不
動
産
会
社
が
購
入

す
る
土
地
や
建
物
な
ど
の
販
売
用
不
動

産
や
、
建
築
会
社
が
請
負
物
件
の
た
め

に
支
払
う
建
築
費
用
（
未
成
工
事
支
出

金
）
も
棚
卸
資
産
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

な
お
、
販
売
目
的
で
な
く
自
社
で
長

期
間
に
わ
た
り
使
う
物
品
は
、
固
定
資

産
と
な
り
ま
す
。

　

期
末
ま
で
会
社
が
保
有
し
て
い
る
棚

　

後
入
先
出
法
と
は
、
後
に
取
得
し
た

も
の
か
ら
順
次
先
に
払
い
出
さ
れ
、
期

末
に
残
っ
た
棚
卸
資
産
は
最
も
古
く
取

得
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
計
算
す
る
方

法
で
す
。
こ
の
方
法
だ
と
、
損
益
計
算

書
の
売
上
原
価
は
決
算
日
の
時
価
に
近

い
単
価
、
貸
借
対
照
表
の
金
額
は
古
い

単
価
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

後
入
先
出
法
は
、
実
際
の
モ
ノ
の
流

れ
に
合
わ
な
い
場
合
が
多
い
な
ど
の
理

由
で
、
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
認
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

④
平
均
原
価
法

　

平
均
原
価
法
と
は
、
取
得
し
た
棚
卸

資
産
の
平
均
原
価
を
算
出
し
、
期
末
に

残
っ
た
棚
卸
資
産
の
単
価
を
平
均
原
価

で
計
算
す
る
方
法
で
す
。
平
均
原
価
法

に
は
、
最
後
に
ま
と
め
て
計
算
す
る

「
総
平
均
法
」
と
出
入
れ
の
都
度
計
算

す
る
「
移
動
平
均
法
」
が
あ
り
ま
す
。

　

総
平
均
法
は
計
算
が
簡
単
な
半
面
、

最
後
ま
で
金
額
が
分
か
ら
ず
、
移
動
平

均
法
は
計
算
の
手
間
が
か
か
る
も
の

の
、
い
つ
で
も
金
額
が
分
か
る

│
と

い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

⑤
売
価
還
元
法

　

売
価
還
元
法
と
は
、
期
末
に
残
っ
た

棚
卸
資
産
を
ま
ず
売
価
で
計
算
し
て
、

最
後
に
原
価
率
を
か
け
て
単
価
を
計
算

す
る
方
法
で
す
。
あ
く
ま
で
概
算
計
算

で
あ
り
、
原
価
率
を
計
算
す
る
際
に
、

人
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
る
可
能
性

（「
恣
意
性
」
と
い
う
）
が
あ
る
た
め
、

小
売
店
な
ど
の
よ
う
に
取
扱
品
種
が
多

く
、
個
別
の
単
価
計
算
が
難
し
い
業
種

に
限
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

〈
減
価
償
却
の
方
法
〉

　

建
物
や
機
械
な
ど
長
期
間
に
わ
た
っ

て
使
用
す
る
資
産
（
＝
固
定
資
産
）

は
、
買
っ
た
と
き
一
度
に
経
費
と
す
る

と
、
毎
期
の
利
益
が
正
し
く
計
算
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
固
定
資
産
は
購

入
金
額
を
一
定
の
方
法
で
使
用
期
間

（
＝
耐
用
年
数
）
に
配
分
し
て
経
費
に

し
ま
す
。
こ
う
し
た
処
理
の
こ
と
を
、

減
価
償
却
と
い
い
ま
す
。

　

主
な
減
価
償
却
の
方
法
に
、
定
額
法

と
定
率
法
が
あ
り
ま
す
（
図
表
）。

①
定
額
法

　

定
額
法
と
は
、
耐
用
年
数
の
期
間

中
、
毎
期
均
等
に
減
価
償
却
費
を
計
上

す
る
方
法
で
す
。
定
額
法
は
経
費
が
平

準
化
さ
れ
、
各
年
の
利
益
が
比
較
し
や

す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

【第１問】　 期末に商品が150個残りました。商品受払記録が下記の場合、先入先出
法で算出した期末商品棚卸高として、正しいものはどれですか。

●商品受払記録

前期繰越：110万円／100個
仕　　入：250万円／250個
売　　上：300万円／200個
仕　　入：360万円／300個
売　　上：450万円／300個

①160万円
②170万円
③165万円
④180万円

【第２問】　 器具備品に関する下記の資料から算出した、平成22年3月期決算での減
価償却費の額として、正しいものはどれですか。（償却方法は定率法、
決算は年1回とする）

●資料

取得日　　：平成20年４月１日
未償却残高：150万円
償却率　　：0.500

①60万円
②150万円
③75万円
④30万円

解答欄

解答欄

卸
資
産
は
、
貸
借
対
照
表
に
記
載
さ
れ

ま
す
。
金
額
は
「
単
価
×
数
量
」
で
計

算
し
ま
す
が
、
単
価
の
求
め
方
に
は
次

の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
個
別
法

　

個
別
法
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
単
価
を

棚
卸
資
産
ご
と
に
記
録
し
て
お
き
、
期

末
に
残
っ
た
棚
卸
資
産
の
単
価
を
１
つ

ひ
と
つ
計
算
す
る
方
法
で
す
。
販
売
用

不
動
産
、
中
古
車
、
宝
石
、
貴
金
属
な

ど
比
較
的
高
価
で
数
量
が
少
な
く
、
同

一
種
類
で
も
価
格
の
バ
ラ
つ
き
が
大
き

い
品
物
の
場
合
に
使
用
し
ま
す
。

②
先
入
先
出
法

　

先
入
先
出
法
と
は
、
先
に
取
得
し
た

も
の
か
ら
順
次
先
に
払
い
出
さ
れ
、
期

末
に
残
っ
た
棚
卸
資
産
は
最
も
新
し
く

取
得
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
計
算
す
る

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
だ
と
、
貸
借
対

照
表
の
金
額
は
決
算
日
の
時
価
に
近
い

単
価
、
損
益
計
算
書
の
売
上
原
価
は
古

い
単
価
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

③
後
入
先
出
法

②
定
率
法

　

定
率
法
と
は
、
耐

用
年
数
の
期
間
中
、

期
首
時
点
で
ま
だ
償

却
し
て
い
な
い
部
分

（
＝
未
償
却
残
高
）

に
一
定
率
を
か
け
て

減
価
償
却
費
を
計
上

す
る
方
法
で
す
。
定

率
法
は
経
費
を
前
倒

し
で
計
上
で
き
、
節

税
（
税
金
繰
延
）
効

果
が
あ
り
ま
す
。

●減価償却費の計算式とイメージ

〈計算式〉

定額法 → 取得原価×償却率×使用月数／12

定率法 → 未償却残高×償却率×使用月数／12

〈イメージ〉

減
価
償
却
費

耐用年数

定率法

定額法

評
価
額
は
単
価
×
数
量
で
算
出

第４回

棚
卸
資
産
の
算
出
と

減
価
償
却
の
方
法

定
額
法
は
利
益
が
比
較
し
や
す
い
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【第２問】　繰延資産の償却期間について、誤っているものは次のうちどれですか。

①開業費は、開業のときから３年以内に償却する。

②創立費は、会社設立のときから５年以内に償却する。

③株式交付費は、株式交付のときから３年以内に償却する。

④開発費は、支出のときから５年以内に償却する。

　

今
回
は
、「
有
形
固
定
資
産
」「
無
形

固
定
資
産
」「
繰
延
資
産
」
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

〈
有
形
固
定
資
産
〉

　

有
形
固
定
資
産
と
は
、
会
社
が
長
期

間
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
資
産
の
こ
と

で
、
建
物
、
機
械
装
置
、
工
具
器
具
備

品
、
土
地
、
建
設
仮
勘
定
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
建
設
仮
勘
定
と
は
、
建
設
途
中

の
建
物
に
か
か
っ
た
費
用
等
を
一
時
的

に
計
上
す
る
科
目
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
完
成
し
て
事
業
に
使
い
始
め
る
時

点
で
、
建
物
な
ど
該
当
す
る
科
目
に
振

り
替
え
ま
す
。

　

有
形
固
定
資
産
は
原
則
、
時
の
経
過

に
応
じ
た
価
値
の
減
少
を
減
価
償
却
費

と
し
て
計
上
し
ま
す
。
た
だ
し
、
土
地

（
時
の
経
過
に
よ
っ
て
価
値
が
減
少
す

る
と
は
考
え
に
く
い
）
や
建
設
仮
勘
定

（
完
成
し
て
い
な
い
た
め
収
益
に
貢
献

し
て
い
な
い
）
な
ど
は
、
減
価
償
却
を

行
い
ま
せ
ん
。

い
権
利
や
財
産
を
い
い
、
特
許
権
（
発

明
し
た
技
術
等
を
独
占
で
き
る
権
利
）
、

借
地
権
（
他
人
の
土
地
を
長
い
期
間
独

占
で
き
る
権
利
）、
電
話
加
入
権
（
固

定
電
話
回
線
を
利
用
す
る
権
利
）、
の

れ
ん
（
買
収
等
し
た
会
社
の
信
用
や
ブ

ラ
ン
ド
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

無
形
固
定
資
産
も
有
形
固
定
資
産
と

同
様
、
原
則
、
時
の
経
過
に
応
じ
た
価

値
の
減
少
を
減
価
償
却
費
と
し
て
計
上

し
ま
す
。
た
だ
し
、
借
地
権
や
電
話
加

入
権
な
ど
時
の
経
過
で
価
値
が
減
少
す

る
と
は
考
え
に
く
い
資
産
は
、
減
価
償

却
を
行
い
ま
せ
ん
。

〈
繰
延
資
産
〉

　

繰
延
資
産
と
は
、
代
金
の
支
払
い
が

終
わ
っ
て
い
て
、
す
で
に
サ
ー
ビ
ス
も

受
け
た
も
の
の
う
ち
、
そ
の
効
果
が
長

い
間
続
く
と
期
待
で
き
る
た
め
、
資
産

と
し
て
処
理
す
る
費
用
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
毎
期
の
利
益
を
正
し
く
計
算
す

る
た
め
、
固
定
資
産
と
同
様
に
一
定
の

期
間
で
償
却
し
て
費
用
化
し
ま
す
。

　

本
来
、
費
用
で
あ
る
も
の
を
会
計
上

「
資
産
」
と
し
て
い
る
だ
け
な
の
で
、

財
産
価
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。
価
値
が
な

い
資
産
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
、
株
主

や
金
融
機
関
の
誤
解
を
招
く
た
め
、
繰

延
資
産
に
計
上
で
き
る
項
目
は
次
の
５

つ
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
株
式
交
付
費

　

株
式
交
付
費
と
は
、
株
式
募
集
の
た

め
の
広
告
費
、
証
券
会
社
等
の
取
扱
手

数
料
、
株
券
等
の
印
刷
費
な
ど
株
式
を

交
付
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用
で
す
。

株
式
交
付
費
は
原
則
、
支
払
時
に
費
用

処
理
し
ま
す
が
、
事
業
を
拡
大
す
る
目

的
で
資
金
調
達
し
た
と
き
の
費
用
な
ど

は
、
例
外
と
し
て
繰
延
資
産
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
繰
延
資
産
と
し
た
金

額
は
、
株
式
交
付
の
と
き
か
ら
３
年
以

内
に
定
額
法
に
よ
り
償
却
し
ま
す
。

②
社
債
発
行
費

　

社
債
発
行
費
と
は
、
社
債
募
集
の
た

め
の
広
告
費
、
証
券
会
社
等
の
取
扱
手

数
料
、
社
債
券
等
の
印
刷
費
な
ど
社
債

を
発
行
す
る
た
め
に
か
か
る
費
用
を
い

い
ま
す
。
社
債
発
行
費
は
原
則
、
支
払

時
に
費
用
処
理
し
ま
す
が
、
繰
延
資
産

と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
繰
延
資
産

と
し
た
金
額
は
、
社
債
の
償
還
期
間
で

利
息
法
（
金
利
を
加
味
し
た
配
分
計

算
）
や
定
額
法
に
よ
り
償
却
し
ま
す
。

③
創
立
費

　

創
立
費
と
は
、
定
款
等
の
作
成
費

用
、
創
立
事
務
所
の
賃
借
料
な
ど
会
社

を
設
立
す
る
た
め
の
費
用
を
い
い
ま

す
。
創
立
費
は
原
則
、
支
払
時
に
費
用

処
理
し
ま
す
が
、
繰
延
資
産
と
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
繰
延
資
産
と
し
た
金

額
は
、
会
社
設
立
の
と
き
か
ら
５
年
以

内
に
定
額
法
で
償
却
し
ま
す
。

開
業
費
等
も
５
年
以
内
に
償
却

④
開
業
費

　

開
業
費
と
は
、
会
社
を
設
立
し
て
か

ら
営
業
を
開
始
す
る
ま
で
に
支
払
っ
た

費
用
の
こ
と
で
、
開
業
準
備
に
か
か
っ

た
広
告
宣
伝
費
や
人
件
費
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。
開
業
費
は
原
則
、
支
払
時
に

費
用
処
理
し
ま
す
が
、
繰
延
資
産
と
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
繰
延
資
産
と
し

た
金
額
は
、
開
業
の
と
き
か
ら
５
年
以

内
に
定
額
法
に
よ
り
償
却
し
ま
す
。

⑤
開
発
費

　

開
発
費
と
は
、
新
技
術
等
の
採
用
や

資
源
の
開
発
、
市
場
開
拓
の
た
め
に
支

払
っ
た
費
用
の
こ
と
で
す
。
開
発
費
は

原
則
、
支
払
時
に
費
用
処
理
し
ま
す

が
、
繰
延
資
産
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
繰
延
資
産
と
し
た
金
額
は
、
支
出

の
と
き
か
ら
５
年
以
内
に
定
額
法
等
に

よ
り
償
却
し
ま
す
。

【第１問】　無形固定資産に該当しないものは、次のうちどれですか。

①のれん

②建設仮勘定

③電話加入権

④借地権

改
修
等
の
費
用
は
効
果
で
区
別

　

固
定
資
産
の
改
修
等
の
た
め
に
支
払

っ
た
金
額
の
う
ち
、
生
産
能
力
向
上
や

使
用
期
間
の
延
長
な
ど
資
産
価
値
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
も
の
を
「
資

本
的
支
出
」
と
い
い
ま
す
。
資
本
的
支

出
は
、
固
定
資
産
と
し
て
貸
借
対
照
表

に
計
上
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
改
修
等
を

し
て
も
現
状
維
持
の
効
果
し
か
な
い
も

の
を
「
収
益
的
支
出
」
と
い
い
ま
す
。

収
益
的
支
出
は
、
修
繕
費
等
の
費
用
と

し
て
損
益
計
算
書
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
部
屋
の
壁
を
工
事
す
る
場

合
、「
隣
室
の
音
漏
れ
が
ひ
ど
い
の
で

防
音
機
能
を
強
化
す
る
」
な
ら
資
本
的

支
出
、「
モ
ノ
を
ぶ
つ
け
て
空
い
た
穴

を
ふ
さ
ぐ
」
な
ら
収
益
的
支
出
と
な
り

ま
す
。

〈
無
形
固
定
資
産
〉

　

無
形
固
定
資
産
と
は
、
会
社
が
長
期

に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
、
目
に
見
え
な

第５回

有
形
・
無
形
固
定
資
産
と

繰
延
資
産
の
償
却
方
法

▼
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今
回
は
、「
経
過
勘
定
」
と
「
引
当

金
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
ど
ち
ら

も
、
会
社
の
経
営
活
動
と
利
益
計
上
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
（「
適
正
な

期
間
損
益
計
算
」
と
い
う
）
た
め
の
、

会
計
上
の
考
え
方
で
す
。

〈
経
過
勘
定
〉

　

経
過
勘
定
と
は
、
適
正
な
期
間
損
益

計
算
を
行
う
た
め
に
、
費
用
や
収
益
の

計
上
時
期
を
調
整
す
る
勘
定
の
こ
と
を

い
い
、
図
表
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

①
前
払
費
用

　

前
払
費
用
と
は
、
契
約
を
結
び
継
続

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
、
先
払

い
し
た
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

前
払
費
用
は
、
損
益
計
算
書
の
費
用

で
は
な
く
、
貸
借
対
照
表
の
資
産
に
計

上
し
ま
す
。
例
え
ば
３
月
決
算
の
会
社

が
、
４
月
分
の
家
賃
を
前
月
払
い
契
約

で
３
月
中
に
支
払
う
場
合
、
お
金
を
当

期
（
３
月
）
に
支
払
っ
て
も
、
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
の
は
翌
期
（
４
月
）
な
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
の
は
翌
期
（
４
月
）

な
の
で
、
前
受
収
益
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
前
受
収
益
は
翌
期
に
収
益
（
家
賃

収
入
）
に
振
り
替
え
ま
す
。

未
払
・
未
収
は
Ｐ
／
Ｌ
に
も
計
上

③
未
払
費
用

　

未
払
費
用
と
は
、
契
約
を
結
び
継
続

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
、
ま
だ

支
払
っ
て
い
な
い
金
額
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
未
払
費
用
は
貸
借
対
照
表
の
負

債
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
対
応
す
る

費
用
を
損
益
計
算
書
に
計
上
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
３
月
決
算
の
会
社
が
毎
月

20
日
に
借
入
金
の
元
利
を
返
済
し
て
い

る
場
合
、
３
月
21
日
か
ら
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
対
応
す
る
利
息
は
、
４
月

20
日
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お

金
は
翌
期
に
支
払
い
ま
す
が
、
当
期
の

借
入
に
対
応
す
る
の
で
、
費
用
を
損
益

計
算
書
に
、
未
払
費
用
を
貸
借
対
照
表

に
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
す
。

④
未
収
収
益

　

未
収
収
益
と
は
、
契
約
を
結
び
継
続

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
際
に
、
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
代
金
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
未
収
収
益
は
貸
借
対
照
表
の
資

産
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
対
応
す
る

収
益
を
損
益
計
算
書
に
計
上
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
３
月
決
算
の
会
社
が
２
月

20
日
と
８
月
20
日
の
年
２
回
、
預
金
利

子
を
受
け
取
る
場
合
、
２
月
21
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
対
応
す
る
利

子
は
、
８
月
20
日
に
受
け
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
お
金
は
翌
期
に
受
け
取
り

ま
す
が
、
当
期
の
預
入
れ
に
対
応
す
る

の
で
、
収
益
を
損
益
計
算
書
、
未
収
収

益
を
貸
借
対
照
表
に
計
上
し
ま
す
。

〈
引
当
金
〉

　

引
当
金
と
は
、
当
期
以
前
の
事
象
が

原
因
で
、
将
来
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
費
用
や
損
失
の
、
合
理
的
な
見
積
金

額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
適
正
な
期
間

損
益
計
算
の
た
め
、
引
当
金
は
原
因
が

発
生
し
た
期
の
費
用
と
し
ま
す
。

　

引
当
金
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

①
貸
倒
引
当
金

　

貸
倒
引
当
金
と
は
、
回
収
不
能
が
見

込
ま
れ
る
売
掛
金
等
の
損
失
額
を
、
当

期
末
の
売
上
債
権
等
に
基
づ
い
て
見
積

っ
た
金
額
の
こ
と
で
す
。

　

回
収
不
能
に
な
る
の
は
翌
期
以
降
で

す
が
、
原
因
と
な
る
売
上
は
当
期
以
前

に
発
生
し
て
い
る
た
め
、「
評
価
性
引

当
金
」
と
し
て
、
貸
借
対
照
表
の
資
産

の
部
か
ら
控
除
し
て
計
上
す
る
の
が
一

般
的
で
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
引
当
金

　

ポ
イ
ン
ト
引
当
金
と
は
、
販
売
額
の

一
定
割
合
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
お
客
様

へ
還
元
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
会
社

が
、
翌
期
以
降
の
ポ
イ
ン
ト
利
用
額

を
、
当
期
末
の
未
使
用
ポ
イ
ン
ト
残
高

に
基
づ
い
て
見
積
も
っ
た
金
額
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
利
用
を
す
る
の
は
翌
期
以

降
で
す
が
、
原
因
と
な
る
販
売
は
当
期

以
前
に
行
っ
て
い
る
た
め
、「
負
債
性

引
当
金
」
と
し
て
、
負
債
の
部
の
流
動

負
債
に
計
上
し
ま
す
。

退
職
給
付
引
当
金
は
固
定
負
債

③
退
職
給
付
引
当
金

　

退
職
給
付
引
当
金
と
は
、
会
社
が
将

来
従
業
員
に
支
給
す
る
退
職
金
の
額
の

う
ち
、
当
期
に
負
担
す
べ
き
費
用
の
額

を
、
年
金
資
産
等
を
参
考
に
見
積
も
っ

た
金
額
の
こ
と
で
す
。

　

退
職
金
を
支
払
う
の
は
翌
期
以
降
で

す
が
、
原
因
と
な
る
社
員
の
勤
務
は
当

期
以
前
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、
「
負

債
性
引
当
金
」
と
し
て
、
負
債
の
部
の

固
定
負
債
に
計
上
し
ま
す
。

【第１問】　毎月20日締めで給与を支給している３月決算の会社が、3月21日から

3月31日までの給与を当期に計上する場合に使用する経過勘定は、次の

うちどれですか。

①前払費用

②前受収益

③未払費用

④未収収益

【第２問】　引当金の要件として、誤っているものは次のうちどれですか。

①将来の費用または損失であること

②当期以前の事象に発生原因があること

③発生する可能性が低い費用や損失であること

④金額を合理的に見積もれること

で
、
前
払
費
用
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

前
払
費
用
は
翌
期
に
経
費
（
地
代
家

賃
）
に
振
り
替
え
ま
す
。

②
前
受
収
益

　

前
受
収
益
と
は
、
契
約
を
結
び
継
続

し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
際
に
、
先
に
受

け
取
っ
た
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

前
受
収
益
は
、
損
益
計
算
書
の
収
益

で
は
な
く
、
貸
借
対
照
表
の
負
債
に
計

上
し
ま
す
。
例
え
ば
、
３
月
決
算
の
会

社
が
、
４
月
分
の
家
賃
を
前
月
払
い
契

約
で
３
月
中
に
受
け
取
る
場
合
、
お
金

を
当
期
（
３
月
）
に
受
け
取
っ
て
も
、

第６回

経
過
勘
定
と
引
当
金
の

種
類
・
内
容

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ

●経過勘定の種類

先払い 後払い

支
払
側

前払費用 未払費用

受
取
側

前受収益 未収収益
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【第２問】　 株主から会社に払い込まれた金額が500である場合、資本金として計上

しなくてもよい金額は、次のうちどれですか。

①500

②0

③250

④100

　

今
回
は
、
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の

部
の
う
ち
、「
株
主
資
本
」
を
説
明
し

ま
す
。
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
項
目
で

す
が
、
基
本
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
、
株
主
資
本
と
は
、
純
資
産
の

う
ち
株
主
に
帰
属
（
株
主
が
処
分
等
の

権
利
を
保
有
）
す
る
部
分
を
い
い
ま

す
。
株
主
資
本
は
、
基
本
的
に
株
主
が

資
本
と
し
て
払
い
込
ん
だ
金
額
（
払
込

資
本
）
と
、
会
社
が
経
営
活
動
で
生
み

出
し
た
利
益
の
う
ち
、
内
部
に
プ
ー
ル

し
た
金
額
（
留
保
利
益
）
と
に
区
分
し

て
記
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
社
が
株
主
か
ら
株
を
買
い

取
っ
た
場
合
は
、
資
本
の
払
戻
し
と
考

え
、「
自
己
株
式
」
と
し
て
株
主
資
本

の
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
記
載
し
ま
す
（
図

表
）。 

〈
資
本
金
と
資
本
剰
余
金
〉

　

貸
借
対
照
表
で
は
、
払
込
資
本
は

「
資
本
金
」
と
「
資
本
剰
余
金
」
と
に

区
分
し
て
計
上
し
ま
す
。

資
本
剰
余
金
を
よ
り
細
か
く
区
分

　

資
本
剰
余
金
は
さ
ら
に
「
資
本
準
備

金
」
と
「
そ
の
他
資
本
剰
余
金
」
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
資
本
準
備
金
と
は
、
資

本
剰
余
金
の
う
ち
会
社
法
に
従
っ
て
計

上
さ
れ
る
項
目
の
こ
と
で
、
そ
の
他
資

本
剰
余
金
と
は
、
資
本
準
備
金
と
さ
れ

な
か
っ
た
資
本
剰
余
金
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
資
本
剰
余
金
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
株
式
払
込
剰
余
金

　

株
主
が
会
社
に
対
し
て
払
い
込
ん
だ

金
額
は
、
原
則
と
し
て
資
本
金
と
な
り

ま
す
が
、
全
額
を
資
本
金
と
す
る
と
、

多
額
の
赤
字
が
発
生
し
た
場
合
の
補
て

ん
手
続
き
な
ど
が
煩
雑
に
な
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
株
主
か
ら
払
い
込

ま
れ
た
額
の
半
分
ま
で
は
、
資

本
金
と
し
て
計
上
し
な
く
て
よ

い
、
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
資
本
金
と
し
て
計
上

し
な
か
っ
た
金
額
を
「
株
式
払

込
剰
余
金
」
と
呼
び
、
資
本
準

備
金
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

②
合
併
差
益

　

例
え
ば
Ａ
社
と
Ｂ
社
が
合
併

し
て
１
つ
に
な
る
場
合
、
Ａ
社
を
存
続

さ
せ
て
Ｂ
社
を
消
滅
さ
せ
る
の
で
あ
れ

ば
、
Ｂ
社
の
資
産
や
負
債
は
、
Ａ
社
が

引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

仮
に
資
産
が
１
０
０
０
、
負
債
が
３

０
０
と
考
え
る
と
、
差
額
（
純
資
産
）

は
７
０
０
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
７
０

０
の
う
ち
、
資
本
金
に
組
み
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
金
額
を
合
併
差
益
と
呼
び
ま

す
。
一
般
的
に
合
併
差
益
は
、
そ
の
他

資
本
剰
余
金
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

③
資
本
金
減
少
差
益

　

会
社
が
赤
字
の
補
て
ん
目
的
な
ど
で

資
本
金
を
減
少
さ
せ
た
場
合
、
赤
字
の

額
を
超
え
て
減
少
さ
せ
た
資
本
金
の
額

は
、
資
本
準
備
金
ま
た
は
そ
の
他
資
本

剰
余
金
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

④
自
己
株
式
処
分
差
益

　

会
社
が
自
己
株
式
を
処
分
し
た
場

合
、
買
い
手
（
新
た
な
株
主
）
か
ら
払

い
込
ま
れ
た
金
額
は
払
込
資
本
と
考

え
、
差
益
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
他
資

本
剰
余
金
と
し
て
処
理
さ
れ
ま
す
。

〈
利
益
剰
余
金
〉

　

貸
借
対
照
表
で
は
、
留
保
利
益
は
利

益
剰
余
金
と
し
て
計
上
し
、
さ
ら
に

「
利
益
準
備
金
」
と
「
そ
の
他
利
益
剰

余
金
」
と
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

①
利
益
準
備
金

　

利
益
準
備
金
と
は
、
会
社
が
株
主
に

留
保
利
益
を
配
当
す
る
場
合
に
、
会
社

法
に
よ
り
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
項
目
で
す
。
例
え
ば
、

会
社
が
株
主
に
１
０
０
０
の
配
当
を
す

る
場
合
、
原
則
、
10
分
の
１
の
１
０
０

を
利
益
準
備
金
と
し
て
計
上
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
準
備
金
の
額
の
合
計
が
資

本
金
の
４
分
の
１
に
達
し
て
い
れ
ば
、

計
上
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
意
積
立
金
と
し
て
利
益
を
留
保

②
そ
の
他
利
益
剰
余
金

　

そ
の
他
利
益
剰
余
金
と
は
、
利
益
剰

余
金
の
う
ち
、
利
益
準
備
金
以
外
の
金

額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

そ
の
他
剰
余
金
は
、
さ
ら
に
任
意
積

立
金
と
繰
越
利
益
剰
余
金
と
に
区
分
さ

れ
ま
す
。
任
意
積
立
金
と
は
、
配
当
や

退
職
金
な
ど
将
来
の
支
払
い
に
備
え
て

利
益
を
会
社
に
留
保
す
る
た
め
に
、
株

主
総
会
の
決
議
に
基
づ
い
て
設
定
す
る

項
目
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
任
意
積
立
金
の
う
ち
使
途
が

特
定
さ
れ
な
い
も
の
を
、
別
途
積
立
金

と
い
い
ま
す
。

【第１問】　資本剰余金に該当しないものは、次のうちどれですか。

①別途積立金

②株式払込剰余金

③自己株式処分差益

④合併差益

　

資
本
金
と
は
、
原
則
と
し
て
株
主
が

会
社
に
対
し
て
払
い
込
ん
だ
金
額
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
一
般
的
に
資
本
金

は
、
会
社
の
規
模
や
信
用
の
目
安
に
な

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
資
本
剰
余
金
と
は
、
資
本
取

引
（
資
本
の
増
減
等
）
に
よ
っ
て
生
じ

た
剰
余
金
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
は
、

株
主
が
払
い
込
ん
だ
金
額
の
う
ち
「
資

本
金
」
と
し
て
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
部

分
を
い
い
ま
す
。

株主資本 資　本　金

資本剰余金

利益剰余金

▲自己株式

資本準備金

そ　の　他

そ　の　他

利益準備金

払
込
資
本

留
保
利
益

※マイナス項目として記載

●株主資本の分け方

第７回

資
本
金
・
資
本
剰
余
金
と

利
益
剰
余
金
の
区
分

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ
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前
回
ま
で
「
貸
借
対
照
表
」
に
つ
い

て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
次

回
は
「
損
益
計
算
書
」
に
つ
い
て
見
て

い
き
ま
す
。

　

損
益
計
算
書
と
は
、
一
会
計
期
間

（
１
年
間
な
ど
）
に
お
け
る
会
社
の
経

営
成
績
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
で
す
。

会
社
が
ど
う
や
っ
て
儲
け
を
出
し
た
の

か
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
利
益

売
上
総
利
益
は
基
本
的
な
収
益
力

③
売
上
総
利
益

　

売
上
総
利
益
と
は
、
売
上
高
か
ら
売

上
原
価
を
差
し
引
い
て
算
出
し
た
利
益

の
こ
と
で
「
粗
利
」
と
も
呼
ば
れ
ま

す
。
本
業
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
が
生
み

出
す
儲
け
か
ら
、
基
本
的
な
収
益
力
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
を
、
八
百
屋
さ
ん
の
例
で

説
明
し
ま
す
。
八
百
屋
さ
ん
が
１
個
80

円
で
り
ん
ご
を
５
０
０
個
仕
入
れ
、
１

０
０
円
で
３
０
０
個
販
売
す
る
と
、
売

上
は
３
万
円
で
す
。
仕
入
れ
金
額
は
４

万
円
で
す
が
、
販
売
し
た
の
が
３
０
０

個
で
す
か
ら
、
売
上
原
価
は
２
万
４
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

売
上
総
利
益
は
、「
３
万
円

－

２
万
４

０
０
０
円
」
で
６
０
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

〈
営
業
利
益
・
経
常
利
益
〉

④
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費

　

販
売
費
と
は
、
営
業
マ
ン
の
人
件
費

や
商
品
広
告
な
ど
、
売
上
拡
大
の
た
め

の
営
業
活
動
に
か
か
っ
た
費
用
、
一
般

管
理
費
と
は
、
経
理
担
当
者
の
人
件
費

や
本
社
の
家
賃
な
ど
、
営
業
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
か
か
っ
た
費
用
の

こ
と
で
す
。

⑤
営
業
利
益

　

営
業
利
益
と
は
、
売
上
総
利
益
か
ら

販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理
費
を
差
し
引

い
て
算
出
し
た
利
益
の
こ
と
で
、
本
業

そ
の
も
の
の
儲
け
を
示
し
て
い
ま
す
。

正
常
な
収
益
力
を
示
す
経
常
利
益

⑥
営
業
外
収
益
・
⑦
営
業
外
費
用

　

営
業
外
収
益
・
営
業
外
費
用
と
は
、

本
業
と
は
直
接
関
係
な
い
も
の
の
、
毎

年
の
よ
う
に
発
生
す
る
収
益
や
費
用
の

こ
と
で
す
。
主
に
、
資
金
調
達
や
資
金

運
用
に
よ
っ
て
発
生
し
た
収
益
や
費
用

が
該
当
し
ま
す
。
営
業
外
収
益
に
は

「
受
取
利
息
」、
営
業
外
費
用
に
は
「
支

払
利
息
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑧
経
常
利
益

　

経
常
利
益
と
は
、
営
業
利
益
に
営
業

外
収
益
を
足
し
、
営
業
外
費
用
を
差
し

引
い
て
算
出
し
た
利
益
の
こ
と
で
す
。

経
常
利
益
に
は
臨
時
的
な
収
益
や
損
失

が
含
ま
れ
な
い
た
め
、
会
社
の
正
常
な

収
益
力
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

〈
当
期
純
利
益
〉

⑨
特
別
利
益
・
⑩
特
別
損
失

　

特
別
利
益
・
特
別
損
失
と
は
、
特
別

な
事
情
で
発
生
し
た
利
益
や
損
失
の
こ

と
で
す
。
土
地
を
販
売
し
て
得
た
利
益

や
、
火
災
で
生
じ
た
損
失
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
お
け
る
取
引

の
処
理
を
、
当
期
で
修
正
し
た
場
合
に

発
生
し
た
損
益
も
含
ま
れ
ま
す
。

⑪
税
引
前
当
期
純
利
益

　

税
引
前
当
期
純
利
益
と
は
、
会
社
が

一
定
期
間
で
獲
得
し
た
、
税
金
を
引
く

前
の
利
益
の
こ
と
で
、
経
常
利
益
に
特

別
利
益
を
足
し
、
特
別
損
失
を
差
し
引

い
て
算
出
し
ま
す
。

⑫
法
人
税
等
・
⑬
法
人
税
等
調
整
額

　

法
人
税
等
と
は
、
会
社
の
儲
け
に
か

か
る
法
人
税
・
住
民
税
・
事
業
税
の
こ

と
で
す
。
会
計
で
は
儲
け
を
「
利
益
」

と
い
い
ま
す
が
、
税
法
で
は
「
所
得
」

と
い
い
ま
す
。
利
益
と
所
得
は
考
え
方

の
違
い
か
ら
、
金
額
が
若
干
異
な
り
ま

す
。
法
人
税
等
調
整
額
と
は
、
こ
の
金

額
の
ズ
レ
を
調
整
す
る
項
目
で
す
。

⑭
当
期
純
利
益

　

当
期
純
利
益
と
は
、
会
社
の
一
定
期

間
の
最
終
利
益
の
こ
と
で
す
。
当
期
純

利
益
は
、
税
引
前
当
期
純
利
益
か
ら
法

人
税
等
を
引
き
、
法
人
税
等
調
整
額
を

加
減
し
て
算
出
し
ま
す
。

【第１問】　損益計算書に記載されない項目は、次のうちどれですか。

①当期純利益

②営業利益

③繰越利益

④売上総利益

【第２問】　損益計算書の項目の内容として誤っているものは、次のうちどれですか。

①決算日時点で売上となっていないモノやサービスは、売上原価には含まれない。

②商品広告の費用は、販売費に含まれる。

③受取利息は、営業外収益に含まれる。

④火災で生じた損失は、営業外費用に含まれる。

「
定
款
に
記
載
し
て
あ
る
事
業
内
容
」

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

②
売
上
原
価

　

売
上
原
価
と
は
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス

の
製
造
や
仕
入
れ
な
ど
に
か
か
っ
た
金

額
の
こ
と
で
す
。
決
算
日
時
点
で
、
ま

だ
売
上
と
な
っ
て
い
な
い
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
は
在
庫
と
考
え
、
売
上
原
価
に
は

含
み
ま
せ
ん
。

を
「
売
上
総
利
益
」「
営
業
利

益
」「
経
常
利
益
」「
税
引
前
当

期
純
利
益
」「
当
期
純
利
益
」

の
５
段
階
に
区
分
し
て
記
載
し

ま
す
（
図
表
）。

　

そ
こ
で
、
各
項
目
の
内
容
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〈
売
上
高
総
利
益
〉

①
売
上
高

　

売
上
高
と
は
、
会
社
が
本
業

と
し
て
モ
ノ
の
販
売
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
得
た
収
益

の
こ
と
で
す
。
本
業
と
は
、

第８回

損
益
計
算
書
の
構
成
と

各
項
目
の
内
容

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ

●損益計算書の構成

Ⅰ 売上高 ××× ①

Ⅱ 売上原価 ××× ②

　売上総利益 ××× ③

Ⅲ 販売費および一般管理費 ××× ④

　営業利益 ××× ⑤

Ⅳ 営業外収益 ××× ⑥

Ⅴ 営業外費用 ××× ⑦

　経常利益 ××× ⑧

Ⅵ 特別利益 ××× ⑨

Ⅶ 特別損失 ××× ⑩

　税引前当期純利益 ××× ⑪

　法人税等 ××× ⑫

　法人税等調整額 ××× ⑬

　当期純利益 ××× ⑭
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【第２問】　 下記から算出した売上原価の額として、正しいものはどれですか。

期首製品棚卸高300　期首仕掛品棚卸高200

当期総製造費用3500　期末仕掛品棚卸高300　期末製品棚卸高400

①3500　　　　　③3700

②3300　　　　　④4700

　

今
回
は
、
前
回
勉
強
し
た
「
売
上
総

利
益
」
を
計
算
す
る
た
め
の
「
売
上

高
」
と
「
売
上
原
価
」
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

〈
売
上
高
〉

　

売
上
高
は
、
会
社
の
経
営
活
動
の
規

模
を
示
す
重
要
な
数
値
の
１
つ
で
す
。

そ
の
た
め
、
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
不

確
実
な
項
目
を
含
め
て
し
ま
う
と
、
株

主
や
金
融
機
関
の
誤
解
を
招
き
ま
す
。

特
殊
な
販
売
は
計
上
時
点
が
異
な
る

　

そ
こ
で
会
計
ル
ー
ル
で
は
、
売
上
高

は
商
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

完
了
し
た
時
点
で
、
計
上
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
（
こ
の
ル
ー
ル
を
実
現

主
義
と
い
う
）。
一
般
的
な
販
売
形
態

で
は
「
販
売
時
点
＝
商
品
を
引
き
渡
し

た
時
点
」
と
な
り
ま
す
が
、
特
殊
な
販

売
形
態
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
委
託
販
売

　

委
託
販
売
と
は
、
商
品
を
他
人
に
預

商
品
を
引
き
渡
し
て
い
な
い
の
で
、
売

上
は
計
上
し
ま
せ
ん
。
商
品
を
引
き
渡

し
た
時
点
で
売
上
を
計
上
し
ま
す
。

実
現
主
義
の
例
外
も
認
め
ら
れ
る

　

ま
た
、
売
上
高
は
実
現
主
義
に
基
づ

い
て
計
上
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
商

売
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
会

社
の
実
態
が
決
算
書
に
反
映
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
工
事
進
行
基
準

　

ビ
ル
の
建
築
や
ソ
フ
ト
開
発
な
ど
、

完
成
ま
で
に
何
年
も
か
か
る
よ
う
な
商

売
は
、
実
現
主
義
で
売
上
を
計
上
す
る

と
、
完
成
す
る
ま
で
の
各
年
度
は
売
上

が
計
上
さ
れ
ず
、
完
成
し
た
年
度
に
一

度
に
計
上
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
年
度
ご
と
の
ブ
レ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
工
事
進

行
基
準
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
工
事
や
開
発
の
進
行
に

合
わ
せ
て
、
少
し
ず
つ
売
上
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
物
件
等
を
引
き
渡
し

た
時
点
で
ま
と
め
て
売
上
を
計
上
す
る

ル
ー
ル
を
「
工
事
完
成
基
準
」
と
い
い

ま
す
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
工

事
は
原
則
、
工
事
進
行
基
準
に
基
づ
い

て
売
上
を
計
上
し
ま
す
。

②
割
賦
販
売
と
割
賦
基
準

　

割
賦
販
売
と
は
、
販
売
代
金
を
分
割

し
て
受
け
取
る
形
態
で
す
。
商
品
を
販

売
し
た
時
点
で
売
上
を
計
上
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
一
般
の
販
売
と
比
べ
て

代
金
回
収
に
時
間
が
か
か
り
、
回
収
で

き
な
い
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
確
実
な
売
上
を
計
上

す
る
た
め
に
、
代
金
の
回
収
期
限
が
到

来
し
た
時
点
で
売
上
を
計
上
す
る
「
回

収
期
限
到
来
基
準
」
や
、
入
金
時
点
で

売
上
を
計
上
す
る
「
入
金
基
準
」
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈
売
上
原
価
〉

　

売
上
原
価
と
は
、
売
上
高
に
直
接
対

応
す
る
商
品
等
の
仕
入
原
価
や
製
品
等

の
製
造
原
価
の
こ
と
で
す
。
売
上
に
対

応
す
る
金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
当
期

の
仕
入
額
や
製
造
費
用
に
、
在
庫
金
額

を
加
減
算
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

例
え
ば
商
品
販
売
業
の
売
上
原
価
は

期
首
商
品
棚
卸
高
に
当
期
商
品
仕
入
高

を
加
え
た
額
か
ら
、
期
末
商
品
棚
卸
高

を
差
し
引
き
ま
す
。
製
造
業
の
場
合

は
、
期
首
製
品
棚
卸
高
に
当
期
製
品
製

造
原
価
を
加
え
、
期
末
製
品
棚
卸
高
を

差
し
引
い
て
計
算
し
ま
す
（
図
表
）。

　

中
小
企
業
が
作
成
す
る
試
算
表
は
、

在
庫
調
整
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
月
別
の
利
益
を
確

認
し
た
際
、
売
上
総
利
益
の
変
動
が
大

き
い
と
き
は
、
実
態
を
つ
か
む
た
め
に

在
庫
の
金
額
を
確
認
し
ま
す
。

【第１問】　 販売形態と売上計上日の組合せとして、誤っているものは次のうちどれ

ですか。

①試用販売＝買取りの意思表示がされた日

②予約販売＝商品を引き渡した日

③委託販売＝受託者に商品を引き渡した日

④割賦販売＝原則として商品を引き渡した日

け
て
売
っ
て
も
ら
う
販
売
形
態
で
す
。

委
託
者
（
商
品
を
預
け
る
人
）
は
預
け

た
商
品
が
売
れ
た
ら
受
託
者
（
商
品
を

預
か
る
人
）
に
手
数
料
を
払
い
ま
す
。

受
託
者
に
商
品
を
引
き
渡
し
た
時
点
で

は
、
あ
く
ま
で
商
品
を
預
け
た
だ
け
の

た
め
売
上
は
計
上
し
ま
せ
ん
。
原
則
、

受
託
者
が
顧
客
に
商
品
を
販
売
し
た
時

点
で
売
上
を
計
上
し
ま
す
。

②
試
用
販
売

　

試
用
販
売
と
は
、
商
品
を
先
に
渡
し

て
試
し
に
使
っ
て
も
ら
い
、
買
う
か
買

わ
な
い
か
を
決
め
て
も
ら
う
販
売
形
態

で
す
。
試
用
販
売
で
は
、
相
手
に
商
品

を
引
き
渡
し
た
時
点
で
は
買
う
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
た
め
、
売
上
は
計
上
し

ま
せ
ん
。
相
手
が
買
取
り
の
意
思
表
示

を
し
た
時
点
で
計
上
し
ま
す
。

③
予
約
販
売

　

予
約
販
売
と
は
、
商
品
を
引
き
渡
す

前
に
予
約
金
を
受
け
取
る
販
売
形
態
で

す
。
予
約
販
売
で
は
、
た
と
え
先
に
お

金
を
受
け
取
っ
て
も
、
そ
の
時
点
で
は

●製造業の売上原価の計算

期首材料

棚卸高（Ａ）

当期材料

仕入高（Ｂ） 期末材料

棚卸高（Ｃ）

期末製品

棚卸高（Ｉ）

期首仕掛品

棚卸高（Ｄ）

期首製品

棚卸高（Ｇ）

当期製品

製造原価

（Ｈ）

当期製品

製造原価
売上原価

材料費＝Ａ+Ｂ－Ｃ 当期製品製造原価＝D+Ｅ－Ｆ 売上原価＝Ｇ+Ｈ－Ｉ

期末仕掛品

棚卸高（F）

材料費

材料費

労務費

経　費

当
期
総
製
造
費
用
(Ｅ)

第９回

売
上
高
の
計
上
基
準
と

売
上
原
価
の
算
出

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ
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【第２問】　 利益操作について、誤っているものは次のうちどれですか。

①利益操作とは、会社が実際の利益より過大または過小に計上を行うことである。

②減価償却費の過小計上は、利益の過大計上となる。

③棚卸資産の過小計上は、利益の過大計上となる。

④売上の金額に対し売掛金の残高が多い場合は、架空売上が計上されて
いる可能性がある。

　

本
連
載
の
決
算
書
の
内
容
に
関
す
る

解
説
は
、
今
回
が
最
終
回
で
す
。
次
回

か
ら
は
「
財
務
分
析
編
」
に
な
り
ま
す

が
、
最
後
に
「
連
結
財
務
諸
表
」
と

「
利
益
操
作
」
の
有
無
の
見
分
け
方
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

〈
連
結
財
務
諸
表
〉

　

連
結
財
務
諸
表
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社

各
社
を
親
会
社
を
中
心
に
し
た
１
つ
の

組
織
と
考
え
、
全
体
の
財
政
状
態
や
経

営
成
績
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作

成
す
る
も
の
で
す
。

　

会
社
法
で
は
、
資
本
金
５
億
円
以
上

ま
た
は
負
債
総
額
２
０
０
億
円
以
上
の

会
社
（
大
会
社
と
い
う
）
で
、
有
価
証

券
報
告
書
を
提
出
し
て
い
る
会
社
は
、

①
連
結
貸
借
対
照
表
、
②
連
結
損
益
計

算
書
、
③
連
結
株
主
資
本
等
変
動
計
算

書
、
④
連
結
注
記
表
を
作
成
す
る
よ
う

定
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
有
価
証
券
報
告
書
を
提
出
す

る
上
場
会
社
等
は
、
金
融
商
品
取
引
法

と
、
子
会
社
の
親
会
社
に
対
す
る
買
掛

金
の
相
殺
消
去
な
ど
を
行
い
ま
す
。

③
取
引
高
の
相
殺
消
去

　

親
会
社
の
子
会
社
に
対
す
る
売
上

と
、
子
会
社
の
親
会
社
に
対
す
る
仕
入

れ
を
相
殺
消
去
し
ま
す
。

④
未
実
現
利
益
の
消
去

「
未
実
現
利
益
」
と
は
ま
だ
実
現
し
て

い
な
い
利
益
の
こ
と
で
、
連
結
財
務
諸

表
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
部
の
取
引
で
発

生
し
た
利
益
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
親
会
社
が
外
部
か
ら
仕
入

れ
た
商
品
に
利
益
を
上
乗
せ
し
て
子
会

社
に
販
売
し
、
そ
の
商
品
が
子
会
社
に

在
庫
で
残
っ
て
い
る
場
合
、
親
会
社
の

利
益
は
未
実
現
利
益
と
な
り
ま
す
。
未

実
現
利
益
は
全
額
消
去
し
て
、
連
結
財

務
諸
表
を
作
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
連
結
財
務
諸
表
の
作
成
に
お

い
て
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
親
会
社
は
原
則

と
し
て
す
べ
て
の
子
会
社
を
連
結
の
範

囲
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
支
配
が

一
時
的
と
認
め
ら
れ
る
子
会
社
は
除

く
）、
連
結
財
務
諸
表
の
決
算
日
は
親

会
社
の
決
算
日
と
な
り
ま
す
。
決
算
日

が
異
な
る
場
合
は
、
原
則
子
会
社
は
親

会
社
の
決
算
日
に
合
わ
せ
て
仮
決
算
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
税
効
果
会
計
（
会
計
と
税
法

の
ズ
レ
の
調
整
計
算
）
を
適
用
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う
ル
ー
ル
も
あ

り
ま
す
。

〈
利
益
操
作
〉

　

利
益
操
作
と
は
、
会
社
が
銀
行
等
か

ら
の
信
用
の
向
上
や
維
持
の
た
め
に
、

実
際
よ
り
も
利
益
を
過
大
に
計
上
し
た

り
、
節
税
の
た
め
に
利
益
を
過
小
に
計

上
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

利
益
を
実
際
よ
り
も
過
大
に
計
上
す

る
と
、
例
え
ば
「
損
益
計
算
書
の
収
益

を
増
や
す
と
貸
借
対
照
表
の
資
産
も
増

え
る
」
と
い
っ
た
、
ゆ
が
ん
だ
数
字
に

な
り
ま
す（
過
小
計
上
の
場
合
は
逆
）。

具
体
的
に
は
、
利
益
の
過
大
計
上
は

「
資
産
の
過
大
計
上
」
と
「
負
債
の
過

小
計
上
」
に
よ
っ
て
生
じ
、
次
の
よ
う

な
例
が
あ
り
ま
す
。

①
架
空
売
上
の
計
上

　

売
上
の
金
額
に
対
し
て
売
掛
金
の
残

高
が
多
い
、
前
年
よ
り
売
上
総
利
益
率

が
高
い
、
と
い
っ
た
場
合
は
、
架
空
売

上
が
計
上
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
場
合
は
「
勘
定
科
目

内
訳
書
」
な
ど
を
見
て
、
長
期
間
未
回

収
だ
っ
た
り
、
金
額
が
異
常
に
高
額
と

い
っ
た
不
自
然
な
売
上
が
な
い
か
、
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
棚
卸
資
産
の
過
大
計
上

　

仕
入
の
金
額
に
対
し
て
商
品
の
在あ

り

高だ
か

が
多
い
な
ど
の
場
合
は
、
棚
卸
資
産
が

過
大
に
計
上
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。「
棚
卸
表
」
で
、
長
期
間
滞

留
し
て
い
た
り
、
保
管
場
所
が
不
明
な

在
庫
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

減
価
償
却
等
は
過
小
計
上
に
注
意

③
減
価
償
却
費
の
過
小
計
上

　

減
価
償
却
費
を
、
毎
期
継
続
し
て
採

用
し
て
い
る
計
算
方
法
（
法
人
税
法
上

の
耐
用
年
数
な
ど
）
よ
り
も
少
な
く
計

上
す
る
方
法
で
す
。
減
価
償
却
費
が
前

年
よ
り
極
端
に
少
な
い
場
合
は
、
確
定

申
告
書
の
「
別
表
十
六
」
等
で
減
価
償

却
の
明
細
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
引
当
金
の
過
小
計
上

　

回
収
可
能
性
が
低
い
債
権
は
、
将
来

の
損
失
を
見
越
し
て
引
当
金
を
計
上
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
計
上
を

少
な
く
す
る
方
法
で
す
。
引
当
金
が
少

な
い
場
合
は
、
計
上
基
準
の
変
更
や
計

上
不
足
が
な
い
か
「
注
記
表
」
等
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

【第１問】　会社法の連結計算書類に該当しないものは、次のうちどれですか。

①連結キャッシュフロー計算書

②連結注記表

③連結貸借対照表

④連結株主資本等変動計算書

で
、
連
結
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書

の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
子
会
社
間
で
取
引
を
相
殺
消
去

　

連
結
財
務
諸
表
は
、
親
会
社
と
子
会

社
の
個
別
財
務
諸
表
を
単
純
合
算
し
、

そ
の
後
親
子
会
社
間
の
取
引
を
相
殺
消

去
す
る（
連
結
修
正
仕
訳
）、
と
い
う
手

順
で
作
成
し
ま
す
。
連
結
修
正
仕
訳
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
投
資
と
資
本
の
相
殺
消
去

　

親
会
社
の
投
資
（
子
会
社
株
式
等
）

と
子
会
社
の
資
本
（
資
本
金
や
剰
余

金
）
を
相
殺
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
連

結
貸
借
対
照
表
の
資
本
金
は
、
親
会
社

の
資
本
金
と
一
致
し
ま
す
。

　

投
資
の
額
と
資
本
の
額
に
差
額
が
生

じ
る
場
合
は
「
連
結
調
整
勘
定
」
と
し

て
、
子
会
社
の
資
本
の
う
ち
親
会
社
に

帰
属
し
な
い
部
分
は
「
少
数
株
主
持

分
」
と
し
て
処
理
し
ま
す
。

②
債
権
・
債
務
の
相
殺
消
去

　

親
会
社
の
子
会
社
に
対
す
る
売
掛
金

第10回

連
結
財
務
諸
表
の
作
成
と

利
益
操
作
の
見
分
け
方

▼
正
解
は
82
ペ
ー
ジ


